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参考資料　１. 福祉用具専門相談員調査票
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２. 介護支援専門員調査票
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３. 参考資料・介護ロボットについて
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４.「在宅における介護ロボット普及に向けたシンポジウム」開催チラシ



介護ロボットの普及と
有効活用に向けて
「福祉用具専門相談員への期待と将来像」

介護ロボットとは？

先進的な技術を応用した介護機器が開発され、主

に高齢者介護施設等への導入が始まっています。

ここでは、介護ロボットを「介助者の心身の負担

軽減や、高齢者・障害者の自立支援に役立てるた

め、ロボット技術を介護分野に適用した先進的な

機器」と捉えて、今後の一般家庭への導入・普及

を視野にいれて、福祉用具専門相談員の関わり方

について調査検討を行いました。

国の政策として、重点的に
開発・導入が進められています

本格的な現場への導入・普及に向けて、各重点分

野の安全基準の作成が進んでいます。介護ロボッ

トを含む生活支援ロボットの包括的な国際安全規

格ISO13482が発行される見込みであり、今後こ

の規格の改訂や詳細規格の提案に向け、実用性

の高い安全基準作りが進められます。

参考
情報

◉介護ロボットポータルサイト

http://robotcare.jp/
重点分野で開発されている介護ロボットの

一覧および詳細情報を閲覧することができます。

◉公益財団法人テクノエイド協会（福祉用具・介護ロボット実用化支援事業）

http://www.techno-aids.or.jp/robot/jigyo.shtml
今後実用化を目指している新しい介護ロボットの状況を

知ることができます。

一般社団法人 全国福祉用具専門相談員協会
〒108-0073 東京都港区三田2-14-7 ローレル三田404
Tel：03-5418-7700　Fax：03-5418-2111
http://www.zfssk.com/

事業報告書は、ふくせんホームページ「調査研究事業」内
でも紹介しています。

ふくせん 検索

http://www.zfssk.com/sp/1302_chosa/

福祉用具専門相談員のみなさんへ

【これまでの歩み】
H24.11 「ロボット技術の介護利用における重点分野」（経済産業省・厚生労働省）

H25.6 日本再興戦略「ロボット介護機器開発5カ年計画」（経済産業省）

機器の開発
民間企業・研究機関等

介護現場での実証等
介護施設・住宅等

５. 普及啓発資料「介護ロボットの普及と有効活用に向けて」



今後の普及・効果的な利用拡大に向けて
「福祉用具専門相談員としての関わり」

「介護ロボットと福祉用具専門相談員への期待」
●「ロボット機器開発５ヵ年計画」が日本再興戦略に位置づけられ、介護ロボットへの注目と

期待が高まっています。将来的には、介護ロボットを一般家庭でも有効に活用することで、

高齢者や障害者の自立支援や家族の負担軽減につながることが望まれています。 

●そのために、福祉用具専門相談員が、介護ロボットに関する知識と経験を備え、専門性を

発揮することが期待されています。 

「福祉用具専門相談員の意識 」
●多くの福祉用具専門相談員は介護ロボットへの関心や期待が大きく、熱心に情報収集を

しています。また、介護ロボット普及に向けて自ら貢献しようという意欲を

持っています。 

「福祉用具専門相談員の将来像」
●福祉用具専門相談員は、地域において、多職種から構成されるケアチームの中で、介護ロボットの専門職としての役

割を担うことが期待されています。 

●介護ロボットは福祉用具の延長線上にあると考えられます。在宅

生活における自立支援や介護負担の軽減を図るため、機器の特

性や適応に関する最新の知識を持ち、機器の導入や適合・調整、

利用指導、保守に関する能力を備えることも期待されています。 

●効果的なロボット利用事例の情報を蓄積して、利用者、家族、ケ

アマネジャー等の関係者に向けて積極的に情報発信していくこ

とも必要です。

伊藤利之（横浜市総合リハビリテーションセンター 顧問）
渡邉愼一（一般社団法人日本作業療法士協会制度対策部福祉用具対策委員長）
青田俊枝（青森県介護実習普及センター 所長）、五島清国（公益財団法人テクノエイド協会 企画部 部長）、清水壮一（日本福祉用具・生活支援用具協会 専務理事）、
鈴木 忠（一般社団法人全国福祉用具専門相談員協会 神奈川県 副ブロック長）、瀬戸恒彦（公益社団法人かながわ福祉サービス振興会 理事長）、原田重樹（一般社
団法人日本介護支援専門員協会 副会長）、福井貴弘（岡山市保健福祉局医療政策推進課 課長）、松井一人（公益社団法人日本理学療法士協会 理事）、
山下和洋（一般社団法人日本福祉用具供給協会 理事）
東 祐二（厚生労働省老健局振興課 福祉用具・住宅改修指導官/介護支援専門官/介護ロボット開発普及推進官）、和田淳平（同 福祉用具・住宅改修係 係長）、竹見雅
裕（同 福祉用具・住宅改修係）、岩元文雄（一般社団法人全国福祉用具専門相談員協会理事長）

このリーフレットは、厚生労働省・平成26年度老人保健事業推進費等補助金　老人保健健康増進等事業「在宅における介護ロボット普及の課題と

福祉用具専門相談員の役割に関する調査研究事業」の一環で制作しました。

委員長：
副委員長：
委員：

オブザーバー：

【本事業検討委員名簿】
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03

02

アンケート

アンケート

介護支援専門員

福祉用具専門相談員の役割

●福祉用具専門相談員、介護支援専門員ともに介護

ロボットの利用拡大に期待しています。

●自分の職種が貢献できると考える人の割合が高く

なっています。

●福祉用具専門相談員は、

在宅で介護ロボットを利用

する上で、関係者への情報

発信を担うべきと考えて

います。

●介護支援専門員は、福祉用

具専門相談員に対して、介

護ロボットの利用事例に関

する情報提供や、的確な利

用提案を期待しています。

●福祉用具専門相談員は、介護ロボットの利用・

普及のためには、知識・技術習得のほか、体験

の機会、介護支援専門員等関係者向けの情報

提供等のアピールが必要と考えています。

介護ロボットへの期待

調査結果を受けて。

介護支援専門員福祉用具専門相談員

将来の利用拡大に期待したいか？Q1 Q2

思う

84.3％

13.9％
1.8％

88.4％

9.9％

思わない

無回答

利用普及に貢献できると思うか？

1.7％

75.1％

20.9％

4.0％

85.3％

11.7％
3.0％

福祉用具専門相談員が
担うことができると思う役割は？

福祉用具専門相談員に
期待する役割は？Q1 Q2

利用を普及させるために重要と思う活動は？Q3

介護ロボットの利用効果や適応について情報を蓄積する

利用者、介護者、関係者に情報発信、説明する

他職種と連携し、介護ロボットの利用環境を整備する

必要な設定や利用指導する

介護ロボットをメンテナンスする

いずれも福祉用具専門相談員の役割とは考えられない

無回答

59.8

60.4

45.8

45.4

26.6

6.3

9.8

87.3
61.9
67.8
72.8

65.4
21.7

34.5
1.9
4.8

調査結果を受けて。

■本事業の一環として開催したシンポジウムでは、介護ロボットの展示・体験を
　行いました。

福祉用具専門相談員

福祉用具専門相談員

思う

思わない

無回答

個々のロボットの特性・技術に関する情報を提供する

ロボット導入に際して、初期設定を行う

必要に応じてロボットの修理、トラブル対応を行う

特に役割は期待しない

その他

無回答

ロボットを用いた介護サービスの方法、
技術、ロボットを利用した事例の情報を提供する

ロボットの導入が適切である利用者に
対して、的確な利用提案を行う

ロボット導入に際して、利用者や
家族・介護者に対して利用指導を行う

70.5

77.3

73.4

45.7

71.0

64.2

1.0

1.7

2.6

福祉用具専門相談員が十分な知識、技術を持つ
利用者、家族向けの情報提供の機会を増やす

介護支援専門員や他の職種向けの情報提供の機会を増やす
新しい用具を体験してもらえる機会を増やす
介護保険の補助対象となるようにアピールする

介護保険対象外のものでも利用を促すようなPRをする
メーカーと要介護者の間に立ち、意見交換の機会を増やす

その他
無回答

（N=728）（N=1328）
介護支援専門員福祉用具専門相談員

（N=728）（N=1328）

介護支援専門員

福祉用具専門相談員

介護支援専門員

福祉用具専門相談員

（％、N=1328）

（％、N=1172）

（％、N=576）
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「ロボット介護機器開発5カ年計画」に基づく介護ロボットの開発・導入促進策が進められています。

本調査研究事業では、この政策の方向性を踏まえながら、福祉用具専門相談員と介護支援専門員を対象に

アンケート調査を行い、それぞれの視点から、在宅での介護ロボット普及における課題を明らかにするとともに、

普及における福祉用具専門相談員に求められる役割を検討しました。

平成26年度 老人保健事業推進費等補助金　老人保健健康増進等事業

◉アンケート調査結果の概要

「在宅における介護ロボット普及の課題と
  福祉用具専門相談員の役割に関する
 調査研究事業」

アンケート
調査結果

アンケート

調査対象：全国の福祉用具貸与事業所および

　　　　  居宅介護支援事業所（無作為抽出）

調査時期：平成26年10月

調査方法：自記式調査票の郵送配布・回収

介護支援専門員

介護支援専門員

介護支援専門員

一般の新聞・雑誌

業界紙、業界団体広報誌

行政の資料

テレビ

Webサイト

福祉用具専門相談員

その他

無回答

福祉用具専門相談員

調査結果を受けて。

●福祉用具専門相談員、介護支援専門員とも

に介護ロボットに対する関心が高く、体験

や試用への意欲も強いことがわかりました。

●福祉用具専門相談員は半

数以上が情報収集を行って

います。

介護ロボットへの関心は？Q1

情報収集方法は？Q3

Q2

介護ロボットへの関心と情報収集

75.9％

22.3％

（N=728） （N=728）（N=1328） （N=1328）

1.8％

85.5％

13.3％

介護ロボットに関する情報収集活動は？

介護支援専門員福祉用具専門相談員

1.2％

33.2％

61.0％

4.0％

52.6％

38.0％

1.8％1.9％
7.5％

発送数

福祉用具
貸与事業所

有効回答数 有効回収率

2483
管理者：693
一般   ：622 管理者27.9％

2000
住宅介護
支援事業所 728 36.4％

　　　　　　　　　　　　　　　 　31.7

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　45.4

　　　　　11.6

　　　　　　　　　　　　　　  28.9

　　　　　　　　　　　　　　　  30.3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  44.7

　　6.0

2.5

＊

＊無作為抽出2,000件および日本福祉用具供給協会会員事業所483件

福祉用具専門相談員

介護支援専門員

福祉用具専門相談員

いつも行っている

気になる介護ロボットを
見つけたら行う

行っていない

無回答

ある

ない

無回答

（％、N=284）

●介護支援専門員の4割以上は、

福祉用具専門相談員を情報源

としています。
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